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　現在、町と社会福祉協議会との間で「粕屋町災害ボランティアセンターの設置及び運営に関する協定」を
締結（社協だより88号掲載）しています。
　それに伴い、10月31日（土）、11月15日（日）の２日間、粕屋町福祉センターにおきまして、福岡県自主防災
組織設立促進モデル事業と共催で災害ボランティアセンター設置運営訓練を行いました。
　1日目の座学では「被災された方・地域を支える」という内容で、講師の福岡県防災研究会の宮﨑氏から、
災害とボランティアの活躍や被災するということ、災害ボランティアセンターの役割について、現場での事
例を踏まえ説明して頂きました。
　2日目の訓練プログラムでは、災害を想定し、2日後に災害ボランティアセンター設置が決定し、設置準備
作業、ボランティアの受入れ、ボランティア派遣までを想定し訓練を行いました。
　特に、2日目の訓練では、打ち合わせ通りにはいかない場面が多々あり、課題も多く見つかり運営マニュア
ルの作成にとってとても有意義なものとなりました。
　この訓練を通じて、得た知識、経験を今後の災害ボランティアに生かし、継続的に実施していきます。
　最後になりますが、今回の訓練実施にご協力いただきました関係者の皆様へ御礼申し上げます。
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参加者：35名

元気なボランティアがいる福祉の町かすや
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2 新年のご挨拶、シルバー囲碁大会、幼稚園発表会

　町民の皆様におかれましては、輝かしい新年を健やかに迎えられましたことと、心からお慶び申し上げます。
　人はそれぞれ自由に幸せを求めて活動しますが、社会は平等に幸せを求めることを期待されています。現実
には、情報化と国際化による社会規模の拡大に伴って、格差という望ましくない状況が現れています。子ども
から高齢者まですべての人が安心して生きていく社会を目指す福祉は、常に社会の変動に連動した活動を進め
る使命を負っています。
　粕屋町社会福祉協議会では、平成27年度に第２次地域福祉活動計画を終了し、平成28年度からは粕屋町の地
域福祉活動と一体となった第３次地域福祉活動計画に基づく事業を展開することになります。
　安心して生きていく社会とは、地域社会にあります。生きるとは身体に結びついていて、周りからのいのち
の世話が不可欠です。ネット社会では言葉だけのつながりであり、生きる世話には有効ではありません。人が
生きる場は人と人が身体を触れあえる地域です。その地域が安心の場であるためには、気兼ねなくいのちの世
話を頼ることができる人間関係が結ばれていなければなりません。少しの迷惑をお願いしてお互い様と引き受
けていく人がいてこそ、共に安心することができます。安心は与えられるものではなく、地域に住む一人ひと
りが自分で生み出すものです。その豊かな人の結びつきこそが地域福祉活動そのものです。
　粕屋町社会福祉協議会は、これからも安心の町づくりに向けて、皆様と共に歩んで参ります。年頭に当たり、
更なるご支援とご協力をお願いしますと共に、皆様のますますのご健康とご多幸を祈念いたします。

新年明けまして　おめでとうございます

新年のご挨拶

社会福祉法人　粕屋町社会福祉協議会　会長　　森　　紘

幼稚園発表会第34回 シルバー囲碁大会

おめでとうございます。

（敬称略）

パート 優　勝 準優勝 三　位
Ａ 澤田　豊司 松永　美好 上野　達木
Ｂ 草場喜代美 藤　　勝義 野田　昭徳
Ｃ 藤　　　晃 平山　　学 飯野　栄三
Ｄ 河辺　孝義 太田　　誠 平田　健也
E 園木　　明 池水　芳弘 安川　邦緒

各パートの優勝者の皆さん

開 催 日　11月 26日（木）
場　　所　粕屋町福祉センター
参加者数　29名

町内４幼稚園の
発表会の補助を
行っています。 西幼稚

園

中央幼稚園

仲原幼稚
園

大川幼稚
園



3ひとり親家庭バスハイク、演芸大会、ひとり暮らし高齢者と語る会

　私は父が見つけたひとり親家庭が参加するバスハイ
クに行きました。
　場所は「阿蘇ミルク牧場」というところでした。行
く前は不安と好奇心が交差していましたが、行く途中の観光
やその場の雰囲気もあってか、すぐに楽しくなりました。昼

食はその場ならではのものがたくさんで、デザートはチーズ系がとてもおいし
かったです。体験コーナーでは、牧場でとれた牛乳でアイスを作りました。普
通の生活の中では味わえない楽しさと味が忘れられません。
　動物とも触れあうことができました。羊にエサやりをしたり、牛を間近で見
ることができて楽しかったし、羊の毛は意外と固いという発見もありました。
　この場所ならではのお土産も買うことができ、家族とたくさん話し、笑い合
い、触れ合うことができ、良い経験になりました。
� 谷元　花那恵

　10月28日（水）、サンレイクかすや「さくらホール」で、第２回
高齢者学級（高齢者の交通安全）と併せて第24回演芸大会を、因清
範町長をはじめ来賓に多くの皆様を迎え盛大に開催しました。
　今年は、過去最多の参加者があり観客席からの盛大な声援に、出
演者も日頃の練習の成果を十分に発揮され、会場内大いに盛り上
がり、楽しい一日となりました。これには各単位クラブの会長さん
や女性部長さんの努力と会員相互の絆が強くなった証だと感じまし
た。
　これからも、夫々のクラブにおいて、生きがいを作り、仲間作りの
輪を広げその中から新会員の増強をしていきたいと思います。ありが
とうございました。
　また、粕屋町社会福祉協議会には日頃より、多大なご支援ご協力
を賜りありがとうございます。厚く御礼申し上げます。
� 粕屋町老人クラブ連合会　会長　松本　勇夫

　霜月というのに暖かい一日。
　うらをみせ　おもてをみせて　散るもみじ
　物事はなべて裏、表があるものです。明日から寒
気が来る。
　今年も、年に一度の「ひとり暮らし高齢者語る会」
に日頃のご親切に感謝を込めて出席させて頂きました。

　あの顔、あの声が変わっていてもこうした仲間の中にいる自分を幸
せにおもいました。
　お勉強会は「室内で転倒しない」の合言葉に、体を動かし間違っても笑
いで進むなんて幾つになっても楽しいものです。
　私事になりますが、転倒して一年半、未だに手足が不自由です。転倒に
は皆さんも気を付けて下さい。
　お昼には、婦人会さんの手作り弁当、また、社協そば教室生徒さんのお
そばと料理入門教室生徒さんのお団子、美味しいものばかりで心からリラッ
クス出来ました。
　子どもバレエサークルチュチュのバレエは小さいながら一生懸命の姿に感激し、同世代の方のおどり、フラダ
ンス発表には胸が熱くなりました。
　この日のために、関係者の皆さま朝早くから色々とありがとうございました。感謝し、来年もまた来ますの決
心で帰途につきました。� 榎本　ミヨコ

ひとり親家庭バスハイク

第24回　演芸大会

ひとり暮らし高齢者と語る会

開 催 日　　10月 28 日（水）
場　　所　　サンレイクかすや（さくらホール）
参 加 者　　593 名
主　　催　　粕屋町老人クラブ連合会
共　　催　　粕屋町社会福祉協議会

開 催 日　　９月 26日（土）
場　　所　　�らくのうマザーズ・
　　　　　　阿蘇ミルク牧場
参 加 者　　21名

開 催 日　　11月 21 日（土）
場　　所　　粕屋町福祉センター
演　　題　　「みんなで防ごう室内転倒」
講　　師　　高良台リハビリテーション病院
　　　　　　作業療法士　主任　長野　剛�氏
参 加 者　　83名

参加者
の声

参加者
の声



4 粕屋町災害ボランティアセンター設置・運営訓練

　大規模災害が発生すると、被災地にボランティアが駆けつける光景がマスコミ等で報道されることが
珍しくなく、災害時のボランティア活動は広く一般に認識されるようになりました。
　災害ボランティアの起こりは、平成７年１月17日に発生した阪神・淡路大震災と言われています。当時、
１年間で 137 万人のボランティアが被災地に駆け付けました。そのボランティアの多くが県外等、被災
地以外から訪れ、被災者を助けたいという強い思いは持っているのにもかかわらず、「何をすればいいの
かわからない」、「どこに相談すれば災害ボランティア活動ができるのかわからない」ということから自
治体に問い合せが殺到し、被災地が混乱するということがあ
りました。
　そこで、必要性が叫ばれたのが、被災地の困りごとと災害
ボランティアを繋ぐ「災害ボランティアセンター」です。
　「災害ボランティアセンター」は、ボランティアなどの支
援の力を被災地・被災者が抱える多種多様な困りごとの解決
にうまく活かす仕組みであり、ボランティアの受付、困りご
と（ニーズ）の受付、ボランティアと困りごとを繋げるマッ
チングの機能を持っています。

　近年の災害発生時には、自治体や関係団体との連携のもと、社会福祉協議会が中心となって「災害ボ
ランティアセンター」を運営することが多くなっています。粕屋町も防災計画において、社会福祉協議
会が災害ボランティアセンターの設置・運営を行うことが定められています。
　なぜ、社会福祉協議会が災害ボランティアセンターを設置・運営するのかについては、社会福祉協議
会の持つ強みが関係します。まず、「日常的に住民と接していること」、「福祉サービス事業者として要援
護者を把握していること」、「全国的なネットワークを有していること」、「民間としての柔軟性と機動力」、
「社協として災害支援のノウハウを蓄積していること」等の強みにより、社協が中心的な役割を担うこと
が多くなっているからです。

口永良部島（新岳）噴火
　屋久島町社会福祉協議会が「避難生活支援ボランティアセンター」を立ち上げ、６月11日（木）までに延
べ200名のボランティアが、公営住宅への引っ越し準備、避難所の清掃、買い物支援等の活動を行いました。

　去る 10月 31 日（土）・11月 15 日（日）の二日間にわたり、災害ボランティアセンター設置運
営訓練を粕屋町福祉センターで開催しました。
　近年の広域、あるいは大規模な災害発生時には、被災地に「災害ボランティアセンター」が設置
されることが多くなっています。各地の自治体や社会福祉協議会を中心に、災害ボランティアセン
ターの設置運営訓練や被災時の救援・支援活動のためのマニュアルづくり等が進められており、今
回の災害ボランティアセンター設置運営訓練は、福岡県消防防災指導課が主催し、県内３カ所で行
われたものです。粕屋町の他に、直方市（11月 29日）、みやま市（10月 24日）で開催されました。

そもそも災害ボランティアセンターとは？

なぜ社会福祉協議会が災害ボランティアセンターを設置・運営するのか？

平成27年度災害ボランティアセンター設置状況（12月１日現在）
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粕屋町災害ボランティアセンター設置運営訓練を開催



5粕屋町災害ボランティアセンター設置・運営訓練

平成27年９月関東・東北豪雨災害（台風18号に伴う大雨災害）
　台風 18 号に伴う大雨により、関東から東北に
かけて広く大雨災害に見舞われ、栃木県、茨城県、
宮城県の各地に災害ボランティアセンターが開所
されました。
　　【栃木県】鹿沼市、小山市、栃木市、日光市
　　【茨城県】つくば市、常総市
　　【宮城県】大崎市、大和町
　特に被害の大きかった茨城県常総市では、９月 13日（日）の開所から 11月 15 日（日）までに、計
34,703 名のボランティアにより 5,206 件（速報値）の泥だしや家屋の清掃等の依頼に対応しました。

　粕屋町社協職員が各班（総務班・ボランティア受付班・マッ
チング班・資材班）のリーダーとなり、他市町からの参加者、
関係機関からの参加者が各班に分けられ、設置・運営訓練が
実施されました。
　初めての訓練ということもあり、ボランティアを受け入れ
る前のミーティングでは、マニュアル以外の様々な問い合わ
せやニーズ等が想定され、自分達で対応できるのかという不
安の声も聞かれました。一回目は戸惑いながらも訓練を実施
し、ボランティアの受け入れ、マッチング、調整、資材貸出し、
ボランティア終了後の迎え入れを一通り行いました。
　一回目の訓練を終えた後に、各班で振り返りを行い、実際に受け入れを体験して、レイアウトの配置
や表示、様式の修正や声掛け等、改善点を話し合いました。
　一回目の反省点を踏まえ、改善点を反映し、二回目の訓練を実施しました。一度、体験したこともあり、
二回目の訓練では、ボランティア役の方への声掛けや配慮を忘れず、各班ともスムーズに、次に繋げる
ことができました。

　今回、粕屋町社協で初めて災害ボランティアセンター設置
運営訓練が実施されましたが、粕屋町職員、近隣の社協職員
やボランティア、大学生等様々な関係団体が、互いに協働し
合いながら、新たな災害ボランティアセンターを作りあげて
いく、貴重な機会となったのではないかと感じました。
　平成 24 年７月に発生した九州北部豪雨災害では、延べ
１万人以上の方がボランティアとして復興支援活動を行いま
した。八女市においては、週末は 200 名を超える災害ボラン
ティアの受け入れ、マッチングが行われました。多くの災害

ボランティアを被災者へ適切に繋ぐためには、今回のように災害ボランティアセンターの設置運営訓練
を行い、各職員で災害ボランティアセンターが設置された際の各自の役割を事前に確認しておくことが
非常に重要となります。
　また、災害ボランティアセンターを運営する上での課題は、被災地の困りごとがなかなか集まらない
ということです。よく “受援力 ”という言い方をしますが、地域の復旧・復興を早めるためには、地域
（被災地）が災害ボランティアを受け入れることが重要であり、受援力＝助けを求める力を高めることが
必要となります。
　今回の訓練を通して、社会福祉協議会の各職員が災害時の動きについて確認するとともに、社会福祉
協議会が災害時に災害ボランティアセンターを開所し、多くの災害ボランティアが助けてくれるという
ことを知ってもらいたいと思います。� 近隣社協職員

粕屋町災害ボランティアセンター設置運営訓練に参加して

マッチング班打合せのようす

ボランティア受付のようす



6 軽運動・趣味教室受講生募集

平成28年度

★申し込み用紙は福祉センターに用意しております。

年齢は大丈夫ですか？ ケガに備えて
　平成 28年 3月 31 日現在の年齢を指しています。年
齢に達していない方は、年齢に達した時点でお申し込み
下さい。

　お申し込み頂く際に、保険に加入して頂きます。教室
への申し込み時期や受講する教室数によって保険料が変
わりますので、詳しくはお尋ね下さい。

申し込む前に……

フラダンスB

フラダンスA

　粕屋町社協では、以下の教室を開催しています。
　常時お申し込みを受付けていますのでお気軽にご参加
　下さい。

各教室案内
（教室は社協主催で行われています。）

フラダンス教室
フラダンス教室A（入門者向け）
　①月２回第１・３火曜日
　②午後 1 時 30 分から ３時 30 分まで
　③ 60 歳以上の女性
　④月 1,000 円
　⑤長　信子先生

フラダンス教室B
　①月２回第２・４火曜日

　※②～⑤は２教室共通です

入門者には基礎からしっかりと教えます。楽しみながら
フラダンスを学び、いろいろな所で発表してみませんか？

カラオケ教室

料理入門教室

カラオケ教室（Ａ）
　①月２回第２･ ４木曜日
　②午後 1 時 30 分から 3 時 30 分まで
　③ 60 歳以上の男・女
　④月 1,000 円
　⑤小西　春吉先生

カラオケ教室（Ｂ）
　①月２回第１・３木曜日
　⑤石橋　菊美先生

カラオケ教室（D）
　①月２回第２･ ４火曜日
　⑤石橋　菊美先生

　※②～④は３教室共通です

　①月１回第３金曜日 ②午前 10 時から
　③ 60 歳以上の男性 
　④月 1,000 円
　（材料代として別途 600 円が必要になります。）
　⑤菊竹　恭子先生 

包丁をもったことがない男性も楽しみながら学べる教室です。

①開催日　②時間　③年齢　④会費　⑤講師

軽運動・趣味教室
受講生募集のお知らせ



ベルコ 『   ユアホール粕屋』

株式会社 ベルコ 原町営業所　粕屋町若宮1-11-5-2階

☎092-931-7150  平川まで

＊最期の大切な時間を
　　　一軒貸し切りの空間で・・・

＊密葬、家族葬、一般葬まで～

＊見学・相談いつでも受け付けています。

お気軽にお問い合わせください。

粕屋町社会福祉協議会  葬祭推薦斎場

7軽運動・趣味教室受講生募集

寿楽会（民踊舞踊）おどりサークル

カラオケサークル（C）

囲碁サークル

編物サークル

ヨーガサークル

　①月４回第１～４水曜日 ②午後１時30分から３時30分まで
　③ 60 歳以上の女性 ④教室の規定による
　⑤深山　喜公幸先生　吉田　ユリカ先生

　①月２回第１･３水曜日 ②午後１時30分から３時30分まで
　③ 60 歳以上の男・女 ④月 1,000 円
　⑤案浦　武子先生

　①月４回第１～４木曜日 ②午後1時から3時30分まで
　③ 60 歳以上の男・女 ④月 700 円
　※６月、10 月、２月の第４木曜日は９時から

　①月２回第２・４火曜日 ②午前10時から3時30分まで
　③ 65 歳以上の女性 ④月 1,000 円
　⑤松岡　ハルミ先生

※男性のそば打ち体験講座、盛年クッキングサークル(1班、2班)は好評により各クラスとも定員満了となっていますので掲載していません。 
※生徒数の増減により、教室を移動させていただく場合がありますので予めご了承ください。

若返りのヨーガサークル
60 歳以上に必要な筋肉をつけていくためのクラスです。
筋トレで成長ホルモンを促し体の内から若返りを目指します。
　①月２回第1・3月曜日 ②午後1時30分から2時45分まで
　③ 60 歳以上の男・女 ④月 1,000 円
　⑤増井　ちあき先生

ほぐしのヨーガサークル
過緊張や加齢によって硬くなった筋肉をほぐしていきます。
腰痛や膝痛にも適したクラスです。
　①月２回第 1・3 水曜日

リラックスのヨーガサークル
深い呼吸にあわせてゆっくり体を動かし、心と体のバランスを整えていきます。
体内のリズムを整えますので、睡眠がうまくとれてない方に適したクラスです。
　①月2 回第 2・4 水曜日

※②～⑤は 3 サークル共通です

各サークル案内
（サークルは自主運営で行われています。）



8 子育て応援サロン

子育て
応援
サロン

　平成 24年８月から毎月１回、第１土曜日に実施しております「子育て応援サロン」も事
業開始から早３年以上が経過しました。これまでご協力いただいた関係者の皆さまに対し厚
くお礼申し上げます。今後も子どもたちの成長を願いながら、楽しく、朗らかに開催してい
きますのでご興味のある方はご連絡をお待ちしております。

【目　　的】保護者同士の交流。子どもの友だち作り。
【対象児者】粕屋町在住で療育を受けている子ども（４歳～６歳児。

小学校１年生まで）とその保護者、または、療育を受
けたことのある子と保護者

【実施日時】毎月１回　第１土曜日（変更の場合あり）
【実施時間】午前10：00～２時間程度、前半１時間、後半１時間
【実施場所】粕屋町福祉センター
【定　　員】15 名
【参 加 費】無料
　※�興味のある方がいらっしゃいましたら、社協事務所までご連
絡下さい。

★★★  サロンの内容は…　★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

学生ボランティア募集中
　粕屋町社会福祉協議会では、子育て応援サロンの大学生・専門学校生のボランティアを募集し
ています。内容は主に活動のサポート、きょうだい児とあそびを中心にお願いします。発達障が
いに興味のある方、ボランティア活動を行ってみたい方、ご連絡をお待ちしています。
　県内の多くの大学・専門学校から参加いただいておりますので、新しい友人も多くできます。
文系、理系問わず、お気軽に参加ください。

♣ボランティアの活動内容♣
子どもたちのサポート（レクリエーションが中心です）
【ボランティア人数】多くの方をお待ちしています。
【保　　険】弊会でボランティア保険に加入します。
【ボランティア交通費】自宅からの実費を支給しています。

−お気軽にご参加下さい−

E-mail　kasuya-shakyo@blue.ocn.ne.jp

参加者の声
　２年程前からボランティアに参加しております
が、毎回あっという間に時間が過ぎていきます。子
どもたちはいつも元気いっぱいで私もついていくの
がやっとです。またボランティア同士で話す機会も
あり、とても楽しいです！

　筑紫女学園大学　松村　美咲

　子ども達と一緒に作業をしたり遊んだりと時間の流れ
を早く感じるほどとても楽しい時間を過ごしています。
　子ども達のキラキラした笑顔に触れる度に明日も頑
張ろうって思えます。自分にとっての大切な時間です。

　麻生リハビリステーション大学校　重田　康彰
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　私は、ともに生きるを読んで、
一番心に残ったことは、「わた
しのクラスのさっちゃん」です。
さっちゃんは、体が不自由で手
と足が動かせません。そして、
身体測定の日です。保健室のろ
う下にならんでいると階段をド
タバタと上がってきて、一年生
がさっちゃんを見て、
「おかしい。」
「気持ちわるい。」
と言って、にげて行きました。

とても悲しそうだったので、友達が日記にこのことを書いて、
みんなで、どうしたらいいか、話し合うことにしました。そ
して、クラスの四人が代表で、一年生のクラスに、話し合い
をするために、行きました。
　私は、この話を読んで心に残ったことが、二つあります。
　一つ目は、体の不自由な人に悪口を言わないことです。わ
けは、自分とは体や見た目がちがっても、それは、人それぞ
れで、言われた人もきずつきます。なのでぜったいに言って
は、いけないと思いました。
　二つ目は、話し合うことです。わけは、話し合うと、良い
ことがあるからです。良いこととは、話し合えば、体の不自
由な人は、安心できるし、うれしいと思います。例えば、安
心できるのは、さっちゃんが悲しんでいる時に、話し合って
くれたら、自分のことを、分かってもらえるので、安心でき
ます。それにみんなが、自分のことについて、一生けん命、
自分のことのように話し合ってくれるとうれしいと思います。
あと、自分一人では何にも言えなかったけれど周りの人がき
づいてくれたのでとてもうれしいと思います。なので、私は、
もしも自分が同じ体の不自由な人だったら、とてもつらいこ
とだなと思いました。だから、一人でなやんでいたりしたら、
自分が気づいて、話し合っていきたいです。

　わたしは、「とも生きる」とい
う本を読んで、障がいがあった
りして何か自分たちとちがうと
いうだけで、仲間はずれにした
り、特別あつかいされるという
ことは、その人にとってとても
悲しいことなのだとよく分かりま
した。
　特に、わたしが心に残った話
は、「親切のつもりでも」です。
この話は、左目が悪いゆかりさ
んが友達のとし子さんに三角パ

スの練習をしている時の話でした。ゆかりさんがボールを落
としてしまった時、とし子さんは、「ゆかりちゃんだけはい
いよ。」と声をかけました。ゆかりさんは、その「ゆかりちゃ
んだけは」という言葉がとても気になっていました。もし、
わたしがゆかりさんだったら、たしかに自分だけ仲間はずれ
にされている気がして、とてもいやです。いくらみんなより
も左目が不自由だからって、それだけで特別あつかいされる
ようになるのはおかしいと思います。でも、逆に、わたしが
とし子さんの立場だったら、もし、クラスにゆかりさんのよ
うな人がいたら、親切と思ってとし子さんのような言葉をか
けていたかもしれません。
　でも、今日、この話を読んで、自分がどれだけ親切のつ
もりで行動しても相手の心をきずつけてしまうことがあると
わかりました。障がいをもっている人にとって、いちばんい
やなことは、ただ、「障がいをもっている」というだけで仲
間はずれにされたり、特別あつかいされることだと思います。
そして、障がいをもっている人にとって、いちばん幸せなこ
とは、ほかのみんなと同じように接してもらうことだと思い
ます。
　この本で、障がいを持っている人の気持ちを考えました。
そして、みんなと同じように接してもらうほうが幸せなんだ
と気づきました。これからは、障がいをもっている人がいて
も、ぜったいに差別はしません。

福祉について考えてみよう！！ともに生きる福祉教育読本

ともに生きるの本を読んで 障がいをもっている人の気持ち

粕屋中央小学校　五年

内
うち

村
むら

　朱
あか

里
り

仲原小学校　五年

福
ふく

永
なが

　紗
さ

也
や

仲原小学校　　　前
まえ

田
だ

　彩
あ

心
み

� 石
いし

原
はら

　和
わ

佳
か

� 今
いま

坂
さか

　ゆりの� 宮
みや

原
はら

　大
やま と

和� 池
いけ

田
だ

　笑
えみ

花
か

大川小学校　　　森
もり

脇
わき

　忠
ただ

虎
とら

� 松
まつ

永
なが

　萌
も

映
え

� 田
た

中
なか

　綾
あや

乃
の

� 市
いち

山
やま

　寛
かん

大
た

� 池
いけ

田
だ

　琴
こと

美
み

� 折
おり

田
た

　梨
り

緒
お

� 西
にし

田
だ

　未
み

幸
ゆき

� 長
ちょう

　茉
ま

奈
な

佳
か

粕屋中央小学校　　矢
や

野
の

　紗
し

愛
え

和
な

� 北
きた

方
かた

　はな� 森
もり

本
もと

　希
のぞ み

海� 内
うち

野
の

　祥
さち

花
か

� 篠
しの

田
だ

　光
み

希
き

� 宮
みや

垣
がき

　智
とも

也
や

� 脇
わき

田
た

　妃
ひ

奈
な

花
か

粕屋西小学校　　猿
さるわたり

渡　みき� 古
ふる

川
かわ

　愛
あい

� 古
ふる

川
かわ

　菜
な

々
な

海
み

� 宮
みや

原
はら

　唯
ゆ

羽
う

� 原
はら

　優
ゆ

月
づき

その他にもすばらしい作文が寄せられました。 （順不同・敬称略）

　今年度も、福岡県社協が発行しています福祉教育読本“ともに生きる”を町内の５年生を対象に配布しました。

　この本を通じ子どもたちに福祉について考えるきっかけ、そして“ともに生きる”ことの意味を考えるきっか

けになればと願い配布しています。

　すぐれた感想文を多数お寄せいただきましたので、ここにその一部を掲載させていただきます。

� （以下敬称略）

ともに生きる

学生ボランティア募集中



10 ご寄付・ご寄贈、第32回（平成27年）チャリティー協賛金、苦情結果の公表

苦情解決結果

平成…26…年度　公表報告 0件 苦情はありません

　社会福祉法第 82条の規定により、粕屋町社会福祉協議会では、利用者からの苦情に適切に対応する
体制を整えています。苦情解決の方法等につきまして、個人情報に関するものを除き、ホームページで
も内容を記載します。

ご寄付　
・10,000�円� 白ゆりふれあいネットワーク　様
・2,250 円� 猿若��秀会　様
・30,000�円� 菊声会歌謡教室　様
・300,000 円� 深山��喜公幸会　様　※創立三十周年記念講演チャリティー基金

たくさんのご寄付・ご寄贈ありがとうございました

粕屋町社会福祉協議会の苦情結果の公表について

ご寄贈　
・座布団（22枚）その他
　　　　　　坂井　美根子　様
・碁盤・碁石
　　　　　　園木　明　様

　粕屋町チャリティゴルフ大会が 10月 15日（木）に久山カントリークラブで開催され、企業、参加者
の皆様から協賛金が寄せられ、25万円のご寄付いただきました。

第32回（平成27年）チャリティー協賛金 （順不同・敬称略）

久山カントリークラブ
JA粕屋
粕屋町商工会
粕屋町社会福祉協議会
粕屋町消防団
粕屋宅建会
喜楽会
丸山会
丸江会
戸原楠の木会
天神会
粕屋町スポーツ推進委員会
岩野会

内橋熊野会
粕屋町土木安全協会
㈲福澤建設
㈲因土木
㈲新恵商店
㈱平昭
㈲安武興業
㈱ヤマケン
㈱安武
粕屋町建設協会
因建設㈱
㈱青木建設
粕屋殖産㈱

㈱オリーブハウス
吉松建設㈱
㈱カンビ
㈱環境開発
㈱松本組
興和道路㈱
㈱NIPPO
飯田建設㈱
松山建設㈱
大山自動車整備工場㈲
粕屋倉庫連合会
東昭栄興業㈱
㈱柏木興産

㈱藤原組
萩尾事務所
福岡道路㈱
仲原伊藤自動車㈲
岡本電気工事
㈱オータニ
かわせみ
㈱サンシステム通信
㈲グランドゴルフセンター
㈱△□○
松永薬品
曽田商会
㈱しぶた造園緑地
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粕屋町区長会
粕屋町民生委員・児童委員協議会
粕屋町農業委員会
粕屋町老人クラブ連合会有志
婦人会有志
粕屋町役場職員有志
サンレイクかすや職員有志
粕屋農協本所職員有志
JA粕屋仲原支所職員有志
JA粕屋大川支所職員有志
粕屋東中学校職員有志
粕屋中学校職員有志
大川小学校職員有志

（内訳）�
法人・個人募金（町内・町外）� 3,631,177 円
戸別募金� 8,458,000 円
職域募金（バッチ・クオカード・図書カード募金）� 389,000 円

皆さまのおかげで粕屋町がまた良くなります。
ありがとうございました。

じぶんの町を良くするしくみ

ひとり、ひとりのやさしさが、
あなたの住む町を、もっと、やさしくしてくれます。

赤い羽根の募金活動は、�町の人のやさしい気持ちを集める活動です。
あなたのやさしさが、あなたの声かけが、あなたの行動が、
きっと、町を変えていくはじめの一歩となるはずです。

もっと、もっと、良いまちになりますように。
（赤い羽根共同募金HPより）

　赤い羽根をシンボルに10月1日から12月31日に全国一斉に「共同募金運動」が展開されました。
　10月上旬には、各行政区長さん、区役員さん、民生委員・児童委員さん等に募金推進員として協力して頂き、町内
の企業や有志者の方々を訪問し、趣旨にご賛同頂けた多くの方々から温かな心のこもった募金をお寄せ頂きました。
　また、戸別募金、街頭募金、職員募金、学校募金などを通じても多く
の募金をお寄せ頂きました。
　ご協力頂きました皆さまに対し、ここに謹んで厚くお礼申し上げます。

（お寄せ頂いた募金は、12月末日に集計を行い、全額福岡県共同募金会に集めら
れます。その後、粕屋町社会福祉協議会の事業費として配分されます。）
（事業以外では、使用していないことを付け加えさせて頂きます。）

今年度、赤い羽根キャッチフレーズで大川小学校が特別賞を受賞され、
終業式に授与式が学校で執り行われました。

合計��12,676,868 円
（平成27年12月31日現在）

（順不同・敬称略）

赤い羽根共同募金

仲原小学校職員有志
粕屋中央小学校職員有志
粕屋西小学校職員有志
大川幼稚園職員有志
仲原幼稚園職員有志
中央幼稚園職員有志
西幼稚園職員有志
大川保育園職員有志
仲原保育所職員有志
中央保育園職員有志
西保育所職員有志
青葉はるまち保育所職員有志
星の子保育園職員有志

カラオケA教室有志
カラオケB教室有志
カラオケCサークル有志
フラダンスA教室有志
そば打ち中級教室有志
そば打ち上級教室有志
おどりサークル（寿楽会）有志
腰痛のためのヨーガサークル有志
不眠症のためのヨーガサークル有志
盛年クッキングサークル1班有志
盛年クッキングサークル2班有志
野見山フクエ
社協職員

街頭・イベント募金� 39,283 円
・イオン福岡店　11,670 円 ・演芸大会　13,508 円 ・文化祭　14,105 円

大川小学校キャッチフレーズ授与式のようす
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㈲�福 澤 商 会
イオンモール福岡同友店会
匿 名

㈱�安 　 武
㈱�カ ン ビ

㈲�中 村 産 業
清 光 寺
㈱�青 木 建 設

㈱�か す や
吉田地区事業所協議会

ほ り え 歯 科 医 院
工業組合　福岡県鉄構工業会
（医）�ケンサン会��片井整形外科・内科病院
黒 瀬 　 善 信
み な も と 不 動 産
協 立 エ ア テ ッ ク ㈱
㈲�板 付 電 装 機 器
㈲�福 澤 建 設
篠 﨑 　 久 義

池 田 　 義 光
因 　 　 � 二 郎
㈱�西 村 成 美 産 業
西 村 　 　 � 修
㈲�因 土 木
因 　 　 � 友 幸
西 村 　 和 利
松 永 　 元 裕
㈱�コ ス モ ス 企 画
因 建 設㈱
因 　 　 � 信 吾
因 　 加 代 子
因 　 　 � 正 昭
淨 光 寺
山 野 　 輝 善
因 　 　 � 浩 信
松 永 　 秀 登
長 　 　 � 憲 一
イ フ ジ 産 業㈱
㈲�祥 栄
大山自動車整備工場
粕 屋 倉 庫 連 合 会
司法書士　萩尾事務所

司法書士藤合同事務所
は や し 小 児 歯 科
長 者 原 動 物 病 院
飯塚信用金庫粕屋支店
㈱�倉 田
は す だ 歯 科 医 院
福 岡 青 洲 会 病 院
㈱�タ ム ラ
藤 　 　 � 博 文
藤 　 　 � 龍 介
萩 尾 　 龍 彦
安 川 　 　 � 仁
藤 　 　 � 和 走
藤 　 　 � 義 紀�
安 川 　 俊 彦
藤 　 　 � 光 夫
安 川 　 福 寿
藤 　 　 潤 一 郎
安 川 　 隆 延
藤 　 　 � 政 治
安 川 　 博 俊
森 紘
藤 　 　 治 三 郎

藤 　 　 シ キ ブ
森 　 　 � 弘 子
高 木 　 英 子
吉 木 歯 科 医 院
安 河 内　 維 仁
九 州 酢 造
重 松　 敬 一 郎
安 河 内　 多 恵 子
安 河 内　 重 敏
泉 蔵 寺
池 見 　 利 彦
博 高 工 業㈲
エフティ・ライフサービス㈱
松 尾 医 院
㈲�新 恵 商 店
藤川千加子税理士事務所
箱 田 病 院
天 祐 寺
粕 屋 殖 産㈱
殖 産 開 発㈱
千鳥橋病院附属粕屋診療所
山 口 　 邦 子
末 若 　 憲 治

・粕屋中学校� 2,923 円
・粕屋東中学校� 7,424 円
・大川小学校� 26,515 円

・仲原小学校� 19,707 円
・粕屋中央小学校� 21,603 円
・粕屋西小学校� 41,079 円

つり銭募金� 39,927 円

学校募金� 119,251 円

その他（預金利息）� 230 円

法人・個人募金協力者のご芳名は次の方々です。ありがとうございました。
（順不同、敬称略で掲載させて頂きます）

赤い羽根共同募金

・伴　世津子様 ・松山　富子様 ・Newはげみ会様
・河野　誠士様 ・Pia�美容室様 ・粕屋町福祉センター
・森　玲子様 ・野田　京子様 ・匿　　　名
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㈱�コ ス モ 綜 合 印 刷
アメリカンファミリー生命岩間代理店
篠 原　 平 次 郎
ス ミ レ 歯 科
竹 乃 屋
池 田 　 義 治
池 田 　 一 敏
池 田 　 敏 明
藤 野 　 正 明
電 機 樹 脂㈱
福 岡 産 業 開 発㈱
と び う め 信 用 組 合�
徳永眼科クリニック
粕 屋 町 商 工 会
千 鳥 屋 本 家
高木整形外科皮膚科
宮 国 　 剛 司
山 田 　 良 連
樋 口 税 理 士 事 務 所
吉 松 建 設㈱
柴 田 　 　 � 覚
杉 本 幹 雄
遠 藤　 チ ソ 子
深 山　 喜 公 幸
匿 名
匿 名
匿 名

西 尾 佐 官 店
㈲�サ ン ク ス
八 尋 自 動 車
㈲�日 の 出 商 会
田 代 　 寛 毅
鬼 鞍 　 信 孝
田 代 　 弘 信
イ デ ム・ ホ リ エ㈱
八 尋 　 源 吾
成 栄 寺
黒瀬　善門（黒瀬土木）
田 代 　 精 一
黒 瀬 　 基 太
㈲�太 田
㈲�関 西 自 動 車
㈲�藤 本 プ ロ パ ン
お 弁 当 の わ き た
瀧 本 　 義 輝
ニ ノ ミ ヤ 物 産㈱
㈱�平 昭
㈱�ヒ メ プ ラ
安 武 ブ ロ ッ ク 工 業㈱
矢 野 　 信 之
西 村 　 壽 晃
山 野 　 繁 喜
因 　 　 � 政 幸
篠 崎 　 廣 子
松 永 　 徳 芳
松 永 　 善 幸�
山 野 　 勝 己

山 野 工 務 店
松 永 　 孝 志
山 野 　 　 � 信
ピ ッ ト イ ン
因 　 　 � 光 明
松 永 　 徳 壽
西 村 　 昭 申
彩 美 苑　 鬼 丸
新 和 食　　 馳
志 賀 島 運 送㈲
因 　 　 � 亮 典
因 勉
山 野 　 嘉 典
松 永 　 宏 二
河 辺 　 孝 義
松 永 　 好 昭
松 永　 美 津 子
松 永 � � 光 彦
山 田 　 茂 文
松 永 　 武 美
山 野 　 　 � 博
長 　 　 � 重 人
長 　 千 鶴 子
長 　 　 � 文 代
長 　 　 � 和 榮
長 　 　 � 昭 憲
㈱�樫 山 ハードウェア
長 　 　 � 俊 彦
㈱�筑 陽 工 業 所
山 下 木 工 所
長 勉�
高 木 　 久 徳
高 木 　 勝 也
キ ャ ン パ ス 髙 木
西 村 　 善 信
蔵 の 元 倉 庫
鹿 田 西 村 倉 庫㈲
西 村　 善 久 仁
㈱�オ リ ー ブ ハ ウ ス
み ら く ( 焼 肉 )
光 安 産 業㈱
光 酒 造㈱
井 上 歯 科 医 院
石 川 　 敏 正
藤 田 　 義 顕
大 久 醤 油㈱
今 林 　 藤 夫
ム ツ ミ ガ レ ー ジ
神 道 不 動 産㈲
官 兵 衛 う ど ん
平田ペインクリニック
福 沢 歯 科 医 院
おおぎ耳鼻咽喉科医院
シ ブ タ デ ン キ
ビ ー オ ー ケ ミ カ ル㈱
ア ス テ ッ ク㈱
日 之 出 工 業
文 房 堂 本 店

村西内科クリニック
ダ イ キ ョ ー プ ラ ザ㈱
九 州 信 技 ㈱
㈱�西 日 本 皮 膜
増 田 歯 科 医 院
浦元ビニール工業㈱
石 川 　 　 � 章
㈱�し ぶ た 造 園 緑 地
さ く ら ク リ ニ ッ ク
㈱ジャンボゴルフセンター福岡
㈲�熊 井 工 業
㈱誠サービスカンパニー
㈱�三 豊 商 会
船 越 　 英 治
上 野 　 専 一
上 野 　 紀 宏
工 藤 　 正 幸
工 藤 　 智 記
ボ レ ロ 美 容 室�
し の は ら 看 板
森 　 　 � 信 喜
藤 　 　 � 恭 博
理 容　 ふ じ き
中 村 　 　 � 茂
萩 尾 　 文 人
藤 　 　 � 勝 義
森 　 　 � 儀 美
安 川 　 邦 緒
藤 　 　 � 政 子
藤 　 　 � 利 光
藤 　 　 � 武 身
藤 　 　 � 和 弘
安 川 　 利 正
藤 　 　 � 嘉 隆
安 川 　 秋 徳
藤 　 　 佳 代 子
藤 　 　 � 正 邦
安 川　 日 出 生
あ す な ろ 総 合 バ ス
アドベンチャーインターナショナル㈱
㈱�△ □ 〇
愛 美 容 室
東 福 運 送㈱
㈱�き ょ く と う
安 河 内　 延 清
百 済 　 辰 雄
安 河 内　 美 彦

佐 藤 整 体 施 術 所
㈱�伸 栄 金 属 製 作 所
㈱�岩 村 製 作 所
㈲�松 野 工 作 所
㈲�一 正 塗 装 工 業
㈱�ク ド ウ 企 画
㈲�サトウビジネス粕屋倉庫
福 岡 電 気 工 事㈱
㈱�山 辺 金 属
西部ガスエネルギー㈱福岡特約販売部
㈱�サ イ ブモータース
㈲�ダ イ ト ー 電 機
泉 　 　 徳 三 照
㈱�シ テ ィ
ス ー パ ー さ か や
伴 　 　 � 勝 行
西 村 歯 科 医 院
山 田 　 裕 嗣
山 田 　 武 子
山 田 　 喬 司
山 田 　 隆 光
箱 田 　 篤 子
今 泉 　 龍 一
山 田 　 好 美
山 田 　 幸 子
箱 田 　 徳 充
安 河 内　 俊 弘
田 代　 二 三 男
門 司 畳 店
箱 田 　 　 � 彰
福 岡 岸 川㈱
千 代 原　 利 則
山 本 　 　 � 修
吉 田 　 正 孝
㈱�共 和 機 工
赤 松 自 動 車

赤い羽根共同募金
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伊 藤 自 動 車
㈲�七 福 運 送
三 豊 鋼 機㈱
真 鍋 　 仁 輔
伊 藤 　 　 � 章
大 谷 化 学 工 業㈱
日本乾溜工業㈱福岡支店
井 上 米 穀 店
末 若 　 博 俊
伊 藤 　 栄 子
吉 村 　 次 郎
山 口 　 和 彦
山 口 　 勝 國
池 田 　 喜 男
池 田 　 俊 治
藤 野 　 正 敏
篠 崎 　 隆 孝
谷 川 　 研 一
西 部 化 成 工 業㈱
博文舎クリーニング
喰 焼 処
ペットクリニック　ハレルヤ
深 町 タ イ ヤ 販 売㈱
安 河 内 　 　 務
満 田 　 滋 稔
田 郷 　 一 郎
松 廼 家
向 井 不 動 産㈱
花 の お か も と
マ ー ト ナ カ ム ラ
千 鶴 美 容 室
加 茂　 美 喜 男
中 央 液 化 ガ ス㈲
松 山 工 業㈱
（医）大 　 坪 　 医 　 院
さ か や 駅 前 店
カ ク タ ス
はるまち駅前整骨院
ヒ タ ヤ
真 子 建 具 店
青 木 　 重 仁
長 優
宮 国 　 愛 子
松 浦 　 秀 美
ヘ ア ー サ ロ ン 山 本
福 岡 住 建
古 川 建 設

西日本新聞エリアセンター原町
藤 本　 徳 三 郎
㈱�小 柳 商 店
青 木 　 善 一�
小 池　 む つ 子
㈱ 三 興　 九 州 支 店
㈲�う え す た ん
㈱�Ｓ Ａ Ｓ
㈲�中 尾 電 気
今 泉 　 義 秀
安 川　 喜 代 昭
安 川 　 洋 輔
山 田 　 　 � 巽
青 木 　 政 広
山 田 　 定 雄
下 村　 ヨ シ 子
安 河 内 　 　 隆
尾 形 畳 襖 店
石 橋 　 菊 美
長 　 　 � 信 子
大 塚 　 　 � 豊
編 物 サ ー ク ル
フ ラ ダ ン ス B
匿 名
匿 名

原 田 　 喜 弥
田 代 　 　 � 穣
松 永 　 勝 美
舟 越 　 軍 司
八 尋 　 和 己
田代　光（田代花園）
田 代 　 寛 治
城 戸 プ ラ ン ニ ン グ
田代　勝男（勘花園）
八 尋 　 伸 一
八 尋 　 勇 光
八 尋 　 徳 秀
黒 瀬 　 一 磨
黒 瀬 　 富 芳
八 尋 　 新 祐
八 尋 　 重 徳
八 尋　 ヨ シ ノ
真 覚 寺
八 尋 　 弘 憲
八 尋 　 智 徳
八 尋 　 政 秀

八 尋 　 兎 一
八 尋 　 正 富
八 尋 　 隆 三
城 戸　 太 一 郎
倉 本 　 和 彦
一 九 ラ ー メ ン
近 重 　 幸 男
中 村 　 邦 子
㈲�飛 鳥 自 動 車 工 業
福 澤 　 勝 敏
㈱�三 藤 製 作 所
松 永 　 徳 芳
篠 崎 　 保 人
池 田　 九 州 男
㈱�み ど り 生 コ ン
ダ イ コ ク 運 輸㈱
松 永 　 吉 一
㈱�村 井 工 機
松 永 　 久 雄
濱 田 　 正 人
美 容 室　 ふ み
粕屋グリーンセンター
山 村 倉 庫㈱
ス ナ ッ ク 八 木
レ デ ィ ス オ オ ヒ ラ
〇 〇 家
百 田 　 秀 基
ビューティグッタイム桃
ア ク ト ジ ャ パ ン㈱
将 峰 ラ ー メ ン
サ サ デ ン キ
原 工 務 店
サ ン ア イ 調 剤 薬 局
㈲�オ プ ティマムケア
㈱�シ ン メ イ
渋 田 　 伸 俊
渋 田 　 利 彦
さ く ら 薬 局 粕 屋 店
笑 顔
上 野　 須 恵 雄
地酒とわいん蔵くどう
上 野 　 清 光
焼 肉 　 花 正
佐 藤 　 静 男
上 村 　 彰 三
ナ ガ モ ト コ ー ヒ ー
ラ ッ ク 通 運㈱
上 廣 　 多 賢
五 嶋 建 設
徳 栄 物 産㈱
㈲�建 築 工 房 ゆ う
㈲�仲 原 製 作 所
安 河 内 　 　 勉
か と う 歯 科 医 院
㈲�酒 井 工 務 店
案 浦 　 徳 治
（司法書士）武富　朋子
㈲�宮 原 塗 装

長 者 原 タ イ ヤ
フ ァ ミ リ ー ラ ボ
理 容　 ハ タ エ
尾 石 内 科 医 院
わ か は な 調 剤 薬 局
岩田治郎行政書士事務所
阿 部 商 店
カイロプラクティック仲原
絹 美 容 室
㈲�粕屋ジュータン工場
小 西 畳 店
小 田 建 設㈱
山 田 　 　 � 功
吉 原 　 隆 雄
濱 津 　 　 � 泉
鉄 板 王　 空 港 東 店
沓 脱 　 万 治
よ し だ ク リ ニ ッ ク
A R C H 　 H A I R
東 洋 シ ャ ッ タ ー㈱
田 中　 こ ず え
枝本塗装工業所（枝本ケイ子）
粕 屋 仲 原 郵 便 局
老人ホーム　粕屋の杜
㈱�ス ズ キ 自 販 福 岡
山 口 　 　 � 透
眼 鏡 市 場
藤 屋 石 油㈱
平 川 整 骨 院
おおつぼ皮ふ科クリニック
と も や
中 野 材 木 店
H a i r 　 O ' r b i t
安 河 内 米 穀 店
清 水　 美 津 代
㈱�原 町 質 店
粕 屋 ク リ ー ニ ン グ
㈲�Ａ Ｂ Ｃ 電 器
理 容 マ ツ オ
大 町 歯 科 医 院
㈲�博 栄 地 建
福 岡 矢 口㈱
㈱�P ・ A ・ C
田 代 　 秀 彦
田 代 　 文 男
田 代 　 正 博
佐 々 木　 一 馬
誠 新 物 流㈱
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㈱�ヒ ノ デ
マ シ ー ン サ ー ビ ス㈲
セフテック㈱福岡支店
㈲�前 田 設 備 工 業
吉 川 建 設㈱
大 豊 商 事㈲
リ ョ ー ビ㈱
つ つ み ク リ ニ ッ ク
西 日 本 工 業㈱
KY タイル㈱福岡支店
㈲�山 荘 自 動 車 工 場
㈲�白 鳥 産 業
遠賀信用金庫　空港東支店
吉 田 ユ リ カ
匿 名

壱 番 屋 福 岡 門 松 店
八 尋 　 敏 雄
八 尋 　 辰 摩
嶋 田 　 梅 夫
理 容　 タ カ ハ マ
天 天 ノ 有
椎 屋 　 鳥 己
松 永 　 亀 吉
原 田 　 達 夫
吉岡　寿樹(ドゥーアッシュ)
丸 山　 信 幸 司 法 書 士
京屋クリーニング店
み の る

小 林 　 正 行
ト モ 美 容 室
㈱�ミ カ 食 品
㈱�真 誠　 九 州 営 業 部
理 容 ヒ ロ セ
サ ロ ン ド ユ ミ
㈲�コ ッ ト ン 石 井
丸 大 食 品 ㈱
マ ル マ ツ 産 業㈱
ＨＯＴＥＬ　VERAGIO
㈲�入 江 製 作 所
㈲�斉 藤 工 作 所
やさい畑ドレッシング　大村
い そ か わ 美 容 室
箱 田 　 義 彦
㈱�み し ま
㈱�ト リ ア
㈱�ジ ー エスサービス
長 田 　 耕 三
藤 野 　 英 士
こ の み 商 会
㈲�福 岡 防 除 機 器
コーヒー苑やまもと
キ サ ラ
お 名 前 工 房．Com
むらつか耳鼻咽喉科クリニック
㈲�秀 洋 堂 薬 局
ふ じ 薬 局
HA I R � MAK E � � P o t
テ ィ ア ラ 美 容 室
ヤ マ シ タ ス タ ジ オ
ヘアーサロンタイヘイ
美 容 室 � � � 柴
一般社団法人　粕屋薬剤師会
シ ル ク ロ ー ド
粕 屋 園 芸
長浜一番　味のまんぷく
大 津 　 忠 邦
柳 自 動 車 工 業

㈱�ヤ マ ケ ン
㈱�安川トランスポート
ひ じ や 歯 科
㈲山下商店　Yshop ヤマシタ
坪井クリーンサービス
カ ラ オ ケ D 教 室
小 林 　 　 � 隆
前 國　 勢 津 子
匿 名
匿 名

髙 田 歯 科 医 院
人 形 の 徳 川
宮 﨑 　 健 次
椎 屋 　 輝 美
井 上 　 俊 典
船 越 　 忠 彦
ド ッ グ サ ロ ン　 ペ ペ
長 者 堂 整 骨 院
パ ン 工 房　KIRARI
ビューティーサロン�タミ
長 者 原 饅 頭
名 神 ㈱ 福 岡 営 業 所
阿 部　 マ ス ヱ
ま り あ ー な
桃 香
キ ム ラ ユ ニ テ ィ㈱
呉 服　 あ づ ま や
理 容　 シ ラ イ シ
しもはし内科クリニック
ふたばこどもクリニック
㈱�あ り た や
小 林 運 輸 倉 庫㈱
㈲�ア イ シ ン 機 械
さ く ら 通 り 整 骨 院
こ に し き も の
吉 原 工 務 店
㈲�梅 野
九 州 ト ラ ッ ク㈲

にこにこ長者原保育園
古 川 楽 器
わ か み や 薬 局
ふ じ い 薬 局
バイクショップ粕屋
メガネのアイランド
万 善 堂 治 療 院
は ら っ ぱ 保 育 園
シ ン ド バ ッ ト
い き い き 保 育 園
カットハウス�� ジュン
豊 原　 喜 世 嗣
セブンイレブン　粕屋仲原店
豊 原 　 秀 代
Y シ ョ ッ プ 杉 本 酒 店
富士ビニール工業㈱福岡営業所
イ ワ タ 硝 子 店
上 田 商 店㈱
高 尾 製 材㈱
㈱�三 伸
九 州 石 油 ガ ス
匿 名
匿 名
匿 名

岡 　 　 � 民 子
梶 原　 多 恵 子
豊 田 　 訓 子

㈲�ア イ アイささぐり

マツダオートザム空港東店

㈱�中 村 緑 地 建 設
㈱�秀 電 社
香 椎 建 設㈱
山 王 道 路 機 材㈱
ア ス ミ オ㈱
ユ ニ バ ー サ ル 旅 行
㈱�山 水 製 作 所
㈱�エ ク ステリア篠栗
㈱�カ ブ ー ド

㈱�筑 紫 ビ ル 管 理
森 盛 緑 地 建 設㈱
東 昭 栄 興 業㈱
大 洋 電 気㈱
㈱�博 運 社
㈱�環 境 開 発
㈱�し ぶ た 造 園 緑 地
㈱�尾 畑 建 設
㈱�岩 堀 工 務 店
㈱�ゼ ネ ラ ル ア サ ヒ
㈱�三 光 福 岡 営 業 所
㈱�別 府 梢 風 園

ユ ニ オ ン 設 計㈱
瀧 口 観 花 苑㈱
㈱�ア サ ヒ ア ル フ ァ
㈶西日本産業衛生会北九州産業�衛生診療所
㈱�NIPPO　福岡統括事業所
今別府産業㈱福岡支店
千 代 田 計 装㈱
㈱�西島建築設計事務所
㈲�三 光 社
大 成 ジ オ テ ッ ク㈱
㈱�九 州 防災センター
㈱NJKサービス西日本自動車共済共同組合
冨洋設計㈱九州支店

㈱稲永建築設計事務所
㈲�エ ス エ ス 産 業
野 中 造 園
蔵 田 工 業㈱

興 和 道 路㈱
粕 屋 建 設 協 力 会
高 奉 産 業㈲
森 田 　 良 恵

三 浦 文 具㈱
富士総合技術コンサルタント㈱
㈱�九電工福岡東営業所

町外の法人・個人からもご協力いただきました。�（順不同、敬称略で掲載させて頂きます）
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粕屋町社会福祉協議会　行事予定表（１月から３月まで）
高 齢 者
福祉事業

障がい者
福祉事業

児童・青少年
福  祉  事  業

ボランティア
活動育成事業

福祉育成
援助活動
福祉事業

その他の事業 会議
研修

心 配 ご と
相談実施日

１月

●ひとり暮らし
高齢者見守り
活動推進事業
（食）14日（木）

●子育て応援サロン
（療育児・親子サ
ロン）９日（土）

●福祉読本
　『ともに生きる』
　感想文掲載

●社協だより
　91号
●福祉委員
　研修会

●理事会
●�赤い羽根
共同募金
会理事会

５日（火）
19日（火）

２月

●ひとり暮らし
高齢者見守り
活動推進事業
（婦）18日（木）

●軽度発達障がい勉
強会
●子育て応援サロン
（療育児・親子サ
ロン）６日（土）
※変更の可能性有

●理事会
●三部会

2日（火）
16日（火）

３月

●ひとり暮らし
高齢者見守り
活動推進事業

　（食）10日（木）

●子育て応援サロン
　（療育児・親子サロン）
５日（土）
※変更の可能性有

●理事会
●評議員会

1日（火）
15日（火）

通年

■軽運動・趣味
教室の開催

　（旧シルバー教
室）

■電話訪問活動
の実施（月～金
希望者の必要
に応じて実施）

■介護保険事業
　（居宅介護支援
事業）

■車椅子無料貸出
　（随時）
■鶴寿祝い

■身体障がい者生き
甲斐対策支援通所
事業（毎月）
■障がい児放課後等
対策事業（月～金
が開催土曜・日曜・
祝日は休み）
■障がい者団体リー
フレットの作成
■軽度発達障がい
（児）者情報提供
■車椅子貸出（随時）

■総合学習支援
■キッズルーム
開放
■子育て情報誌
「かすやキッズ
ネット」の発
行（月１回）
■学生ボラン
ティアの育成
■親子教室の開
催（出前講座・
随時）

■ボランティアセン
ターの開設（月～金、
必要に応じ連絡調
整業務実施）

■ボランティア連絡
協議会活動への援
助と支援（月～金、
必要に応じ連絡調
整業務実施）

■ホームページ更新
　（毎月）
■ボランティア活動
保険受付

■ボランティアセン
ター登録団体の支援

■ボランティア団体レ
ベルアップ研修支援
■ボラ連運営委員会
（月１回）
■音訳活動

■日常生活自立
支援事業

■生活福祉資金
貸付事業他

■各区・各団体
に対し、随時
計画書をもとに
説明会を開催

■町内ふれあいバ
ス（月～金マイ
クロバス２台で
実施）

■粕屋町福祉セン
ター管理運営

■各種団体支援
■各団体活動の場
の確保

■実施事業の点検
評価（ニーズ調
査）

■福祉総合相談
■社協ホームペー
ジの更新

■災害ボランティ
アセンターの設
置

■�第 3 次粕
屋町地域
福祉活動
計画策定

■�原則（第1・
3 火曜日
実施）
※�詳しくは
下記をご
覧下さい

※詳しい内容につきましては、粕屋町社会福祉協議会へお問合せ下さい。

※４月からの予定に関しましては、３月評議員会終了後、ホームページで随時掲載させて頂きます。

粕屋町社会福祉協議会　行事予定表

● 弁護士に直接お会いして相談することが出来ます。
●相談内容は絶対に秘密が守られます。
●相談料は必要ありません。
●対象者：町内在住者（但し、裁判所で訴訟中、弁護士に依頼済みの方は受付出来ません）

心配ごと
相談（無料）

【場所】粕屋町福祉センター　【時間】10時から 12時まで
※一部予約制（10 時と 11 時）それ以外の方は、随時受付（※当日受付時間：９時～ 11 時 30 分まで）


